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名古屋市立大学の「今」を伝える広報誌

大盛況！ 夏のオープンキャンパス開催
2019年の夏も、多くの参加者が名市大を体感しました！
PICK UP! 名市大生が大学を紹介！ 参加者に名市大の魅力をPR

tel.052-853-8005
問合せ：事務局総務課

20
20
年に
開学70周年を迎えます

 開学100周年を見据え、学生会館の
リニューアルを始めとした各キャンパスの
施設整備などの記念事業を行うために、
皆さまからの寄附金を募集しております。



SPECIAL TOPICS
特 集

大盛況！ 夏のオープンキャンパス開催

2019 秋のオープンキャンパス 日程
9月3日（火）16：00より申込受付を開始します。
▶https://daigakujc.jp/nagoya-cu/ （右記QRコード）

10/19 SAT・20 SUN
■薬学部

10/26 SAT
■芸術工学部

11/2 SAT
■医学部

11/9 SAT

■経済学部　■人文社会学部
■総合生命理学部

芸工祭

薬学祭 川澄祭

市大祭
北千種キャンパス

10/26SAT・27SUN

田辺通キャンパス

10/19SAT・20SUN

桜山（川澄）キャンパス

11/2SAT・3SUN

滝子（山の畑）キャンパス

11/9SAT・10SUN

オープンキャンパスと同日開催します。ぜひお越しください。

NCU FES. 2019 大学祭日程

2019/10/19SAT 11/10 SUN

■詳しくは本学ウェブサイトをご覧ください。▶https://ncufes.nagoya
■詳しくは本学ウェブサイトをご覧ください。 ▶https://www.nagoya-cu.ac.jp/

2019年の夏も、多くの参加者が名市大を体感しました！

PICK UP!

志望校選びの判断材料であり、大学の実際の雰囲気や魅力を体感し、インターネットや
書類からでは伝わらない名市大を発見してもらうオープンキャンパス（以下OC）。
この夏、7月から8月にかけて、7学部それぞれの特徴があふれ出たOCが行われました。
ゼミ体験や研究室ツアーを学生主体で行うなども本学のOCの特徴の一つです。
今年のOCも、事前予約もすぐに定員超えが出るほどの大人気で、数多くの高校生や
保護者が集い、終始活気に包まれていました。

今年は事前の申し込みだけで、7学部計4,700人を超えました。 ※広報誌制作の都合上、開催日程が早い4学部のOCを取材しました。

教職員や在学生が、学生生活や授業についての
質問や相談に対応。

実際の授業やゼミを体感し、学生生活のイメージ
を膨らますことができるのもOCの魅力の一つ。

研究内容や設備について説明し、先端研究を体感。

7/13 SAT ■人文社会学部　■総合生命理学部

7/20 SAT ■経済学部

8/3 SAT ■薬学部

8/7 WED ■医学部

8/9 FRI ■看護学部

8/17 SAT ■芸術工学部

日程

個別相談
会 研究室見

学参加者の素朴な
疑問や不安を
解消

大学の学びの
楽しさを体感

模擬授業
・ゼミ体験

名市大生が大学を紹介！ 参加者に名市大の魅力をPR
学生たちの視点から、これから一緒に過ごすかもしれない参加者に名市大の魅力や学生生活について紹介しました。
名市大生とのふれあいの中で、名市大での学生生活を体感してもらいました。

名市大生が、自分の体験も交えながら、
学生生活の雰囲気と実際を紹介。素朴
な質問が飛び交っていました。

参加者から、受験勉強をはじめとする相
談に丁寧に答えていました。

名市大生と共にゼミに参加し、大学な
らではの自ら学ぶ姿勢を体験。

参加者と一緒にキャンパス内を回り、
キャンパスライフを体感。

■名市大生による大学生活紹介 ■個別相談 ■名市大生とゼミ体験 ■名市大生によるキャンパス案内

01 2019.8    SO-SHIN



TOPICS 名古屋市立大学の最近のトピックス・主な出来事をご紹介します。

こころの看護相談室をリニューアルしました！
「こころの看護相談」は、2018年3月より開始し、「精神疾患をお持ちのご本人やご家
族の相談」、「子育てや子育て中のお父さんやお母さんの相談」、「不妊に関する相談」、
「看護職のメンタルヘルス相談」を、名古屋市立大学病院外来棟4階の相談室および看
護学部棟6階において行っています。このたび、看護学部棟6階の相談室を、芸術工学
研究科・鈴木賢一教授および研究室学生の協力のもと、緑を基調とした優しい雰囲気
の相談室にリニューアルしました。
2019年5月22日（水）に開催された内覧会では、多くの教職員や学生が相談室を訪
れ、相談者がよりリラックスできる空間に生まれ変わったなど、好評を得ることができま
した。今後も、「こころの看護相談」の相談内容をさらに充実させていきます。

DATE 2019.7.6

DATE 2019.7.11

DATE 2019.6.20

開学70周年記念事業プレイベント

NCU学生・OB・OGサミットを開催
2019年7月6日(土)、桜山キャンパス本部棟4階ホールにおいて、来年迎える開学70
周年に向け一体感を高めるため、NCU学生・OB・OGサミットを開催しました。
当日は、約100名が参加し、各大学祭実行委員会、新入生歓迎委員会や課外活動団体
より活動状況の発表を行いました。OB・OGの方々からは、在学中の学生生活の様子
を伺いました。発表会の後は、懇親会を開催し、和やかな雰囲気の中、学生とOB・OG
の交流を深めました。

都市政策研究センター
2019年度シンポジウムを開催
2019年7月11日(木)に、都市政策研究センター主催のシンポジウムを開催しま
した。今年度は「AI・IoTがもたらす都市の変革」と題し、MONET Technologies
の小澤拓郎氏から、同社が取り組むモビリティサービスや自治体との連携事業に
ついて紹介されました。また、自治体との連携事業の一事例として長野県伊那市
から、移動診察車による遠隔医療の実証実験について報告されました。続いて行
われたパネルディスカッションでは、本学大学院医学研究科・安川力准教授から
医療現場におけるAIを活用した画像診断について報告があり、今後のAI・IoTを
活用した社会の発展について、活発な意見交換が行われました。当日は学内外
から多数の参加があり、盛況の内に幕を閉じました。

セクシャル・マイノリティ応援イベント

Show your PRIDEを開催
2019年6月20日（木）、滝子キャンパスのソテツ広場において、ルイーズ・ヘイン
ズ語学講師を中心とする学生ディスカッショングループ「Spectrum」による、セク
シュアル・マイノリティを応援するイベント「Show your PRIDE」が行われました。
広場に敷かれたレインボーバナーに応援メッセージを書き込むもので、明るく楽
しい音楽が流れる中、集まった教職員や学生たちは、LGBTQA＋やジェンダーに
対するエールを自由に表現していました。

大学院 看護学研究科

N A G O Y A  C I T Y  U N I V E R S I T Y
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TOPICS
DATE 2019.5.29

大学院医学研究科×あいち小児保健医療総合センター

連携・協力の推進に関する基本協定を締結
2019年5月29日（水）、大学院医学研究科と、あいち小児保健医療総合センターとの間で、連携・
協力の推進に関する基本協定を締結しました。今後、愛知県を始めとする地域およびわが国にお
ける学術および科学技術の発展ならびに有為な人材の育成に資するため、両者の研究能力およ
び人材を生かし、連携・協力を促進していきます。

看護の日フェアを開催
2019年5月10日(金)に「看護の日フェア」を行い、603名の方に参加いただきました。
外来診療棟1階アトリウムと病棟・中央診療棟4階第1会議室において、骨密度測定、アロマハンドマッ
サージ、血糖・体脂肪測定、健康相談、生活習慣病予防のためのミニ講演会を行いました。参加者から
は「普段気になっていることがすぐわかったり、相談できたりとてもよかったです」「骨密度を保つ方法
を教えていただき役に立ちました」などたくさんの心温まる感想をいただきました。

学生が期日前投票所を運営しました！
2019年7月8日(月)、人文社会学部の学生が、参議院議員選挙に伴って滝
子キャンパスに設置された期日前投票所で、運営事務に従事しました。本
学の期日前投票所の設置は、今回で4回目となります。当日は、本学の学
生や近隣住民が、終日、期日前投票に訪れました。運営に参加した学生か
らは「気の抜けない業務
で、常に緊張感をもって対
応しました」との感想が聞
かれました。

看護実践研究センター
地域連携セミナーを開催
2019年7月27日(土)、がん性疼痛看護認定看護師である名古屋第二赤
十字病院の室田かおる氏による地域連携セミナー「『がんとともに働く』と
いうこと」を開催しました。当セミナーには看護師、保健師、一般市民など
から申込みがあり、当日は悪天候にもかかわらず、52名もの方々に参加
いただきました。がん治
療と仕事との両立につ
いて、支援の実践事例
を具体的に紹介いただ
き、がん患者の就労支
援に関する知識を深め
ました。

大学院 医学研究科

DATE 2019.5.10

名古屋市立大学×いなべ市×三重県厚生農業協同組合連合会

寄附講座の設置に関する協定を締結
2019年6月18日（火）、いなべ市および三重県厚生農業協同組合連合会と、いなべ市地域医療
連携推進学寄附講座の設置に関する協定を締結しました。今後、いなべ市を中心として桑員区
域および北勢医療圏における地域医療に関する研究・教育を行うとともに、その研究成果の普
及と人材の養成を行い、最適な地域医療体制の構築に寄与していきます。

大学院 医学研究科

DATE 2019.7.27 DATE 2019.7.8

DATE 2019.6.18

人文社会学部

医学部附属病院

大学院 看護学研究科

郡学長（左）と愛知県・大村知事（右）

郡学長（左）、いなべ市・日沖市長（中央）、
三重県厚生農業協同組合連合会・斎藤前理事長（右）
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蝶ヶ岳ボランティア診療所の開所に向けて

教育講演•壮行会を開催
2019年6月7日（金）、中央大学山岳部監督で気象予
報士の猪熊隆之（いのくまたかゆき）氏（国内唯一の
山岳気象専門会社ヤマテン代表取締役）による登山
時の気象遭難を防ぐための教育講演が開催されま
した。6月9日（日）に行われた壮行会では、鹿屋体育
大学スポーツトレーニング研究センター長の山本正
嘉（やまもとまさよし）教授に登山に必要な体力とト
レーニングについて講演いただきました。診療班代
表の酒々井眞澄教授から班員の安全を最優先する
方針が述べられ、学生、教員、卒業生を含む関係者ら
は懇親を深めながら安全な活動に取り組むことを確
認しました。

がん診療・包括ケアセンターを開設
2019年5月29日(水)、がん診療・包括ケアセンターを開設しました。本セン
ターは、国の第3期がん対策推進基本計画に基づき、患者本位のがん医療を実
現し、がん患者が尊厳を持って安心して暮らせるように、がん医療の充実をは
かるとともに社会の中でがんとの共生を可能とするための支援を行っていくこ
とを目的としています。その目的の達成に向け、多職種や多診療科によるがん
の集学的治療と包括ケアの提供を行っていきます。開設を記念して、国立がん
研究センターの中釜斉理事長に「日本のがん対策とがん医療の革新」について
の講演をいただきました。

DATE 2019.6.7/6.9

DATE 2019.5.29

DATE 2019.6.28

学生登山隊の各副班長の決意表明（少し緊張）

中釜理事長（右から4人目）、郡学長（右から2人目）と小椋病院長（右から5人目）を囲んで
がん相談支援室前で記念撮影　　　

今年も皆さんやる気満々

医学部附属病院

名古屋市立大学×一宮市

包括連携協定を締結
2019年6月28日(金)、一宮市と包括連携協定を締結しました。
一宮市とは、2011年から子どもの健康と環境に関する調査「エコ
チル調査」、さらに今年度は、名岐道路建設による周辺地域への経
済効果に関する共同研究について取り組むことを予定しており、一
宮市と産業、経済、文化、教育、健康、福祉、医療等の分野で相互に
協力し、名古屋大都市圏の発展と人材の育成に寄与していきます。

世界高血圧の日 高血圧市民公開講座を開催
2019年5月19日(日)、名古屋市中区の東建ホールにて高血圧市民公開講座が開
催され240名の参加がありました。この講座は、高血圧に関する啓発活動を通して
市民の健康寿命を延伸することを目的として開催されました。講演に加え、来場者
の血圧測定と血圧値による指導も行われ、この事業を通して参加者は自分の血圧
を知ることができました。講演では、家庭での血圧の測定方法や減塩の仕方などに
ついて説明し、活発な質疑応答が行われました。

DATE 2019.5.19

大学院 医学研究科

日本高血圧学会減塩啓発キャラクター「良塩くん」と
演者、スタッフ一同

愛知県一宮市・中野市長(左)と郡学長(右)

N A G O Y A  C I T Y  U N I V E R S I T Y
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学生の
活躍

2019年5月21日（火）、「山の畑（はたけ）プロジェクト」において、冬から育
てていたタマネギを、学生が地域の子どもたちとともに収穫しました。6月
20日（木）に行われた御剱学区での給食会では、このタマネギを学生と地
域住民が一緒に調理し、高齢者の方々とともに味わい、交流を深めました。

「山の畑（はたけ）プロジェクト」とは？
2016年度から山の畑（滝子）キャンパス内に畑を作り、学生と御剱学区住
民の協働によってサツマイモやタマネギを育てるプロジェクト。

令和元年5月10日（金）、平成30年度に優秀な成績を修
めた42名の学生を表彰する、成績優秀者表彰式（瑞秀
賞）を行いました。
各学部長、指導教員、そして保護者らが見守る中、学長
から表彰状が手渡されました。代表あいさつでは医学部
5年の左安棋さんが、「学問に対して真摯に向き合い、ひ
たむきに取り組んできた成果がこのような形で評価さ
れたことを大変光栄に思います」と謝辞を述べました。
今後も学業、そしてさまざまな取り組みに励まれること
を期待しています。

平成30年度 成績優秀者表彰式（瑞秀賞）を行いました

「山の畑プロジェクト」タマネギを収穫！
はたけ

2019年4月28日（日）、「第30回日本医学会総会2019中部」の“学生シンポジウム”に本学医学部の
東凌平（ラグビー部）、生駒弘明（ゴルフ部）、横井駿太（バドミントン部）、畑中景（蝶ヶ岳ボランティア診
療班）、堀江純平・中村聡太（川澄祭）、三輪真子（アンケート調査）がシンポジストに選出され、医学生
の部活動・学園祭・アルバイトについてプレゼンテーションを行いました。シンポジストは普段のユニ
ホームを着用してプレゼンテーションを行うなど、和やかな雰囲気で終始進行しました。

「第30回 日本医学会総会2019中部」
“学生シンポジウム”を開催

看護学部2年生澤田妃那さんが、日進市内のNGOアジア保健研修所で、
2019年1月から5ヶ月間スリランカへのスタディツアー担当インターン
に参加しました。澤田さんは、9～16歳まで9人のツアーメンバーと引率
職員の調整役を務めるなど活躍しました。
スリランカにおける3月21～31日のスタディツアー中は、ニゴンボ、キャ
ンディ、クルネガラの農漁村で
現地NGOを訪問してワーカー
らから現状や活動内容を学び、
現地の人びととホームステイ
などを通して、交流しました。

スリランカへのスタディツアー
インターンに参加しました

2019年6月21日（金）、滝子（山の畑）キャンパスの学生会館1階生協に
て「留学生懇親会」を開催しました。参加者数は昨年とほぼ同じ約100人
でしたが、参加者の国籍の幅は広がりました。郡学長によるそれぞれの
国の国旗と言葉を使用したあいさつ、邦楽部、アカペラサークル・
Andante、空手部による出し物、料理も好評で、参加者からは「あと1時
間欲しかった」「短かった」という感想も聞かれました。

留学生懇親会を開催しました

■医学部
伊藤 美玖
竹内 舜
左 安棋
宮澤 匠

※敬称略。学部ごと、五十音順に掲載。

人文社会学部

医学部

看護学部

2
に
職
ス
ン
現
ら
現
な

よる出し物、料理も好評で、参加者からは「あと1時
った」という感想も聞かれました。

■薬学部
井上 匠
梅村 悠太
兼田 佳果
北村 紗枝
坂部 彩
長友 今日佳
和田 万理子

■経済学部
板垣 拓海
伊藤 希
岩元 愛
加藤 千穂
新谷 一樹
中川 智貴
野田 好乃
三浦 由貴
水野 太陽

■人文社会学部
Aika Maniksari
岩原 歩美
片桐 舞
神谷 勇佑
高松 浩平
瀧本 美実果
二村 紀帆
保浦 楓
湯浅 綾佳

■芸術工学部
石原 遥佳
犬飼 むつみ
小掠 友美
桑山 万歩
佐藤 安佳里
廣瀬 敬
水野 富友
村木 由美花
米山 星香

■看護学部
岡本 渚
寺島 愛虹
名和 万貴

■総合生命理学部
山崎 杏実
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PRIZE 受  賞 ※受賞期間：2019年3月1日～2019年7月31日 ※研究科・学部ごと、受賞日順に掲載

開学70周年記念事業へのご寄附ありがとうございました

寄附顕彰

■医学部附属病院

看護部　
看護師（前副看護部長）

中間 文子

看護功労者
愛知県知事表彰

■医学研究科

小児泌尿器科学分野
教授

林 祐太郎

愛知県医師会
愛知県難病研究者表彰

■個人
100万円以上 今泉 祐治 様、村上 英樹 様
50万円以上 平光 伸也 様
10万円以上 片岡 洋望 様、加納 泰雄 様、佐久間 長彦 様、竹市 充博 様、玉井 浩子 様、
 日比野 充伸 様、古田 洋幸 様
5万円以上 岩田 譓子 様、小野 武美 様、川口 満子 様、鈴木 英子 様、鈴木 洋子 様、中村 裕二 様、
 長谷川 一裕 様、松原 忠久 様
1万円以上 飯田 博之 様、種田 光成 様、神谷 高浩 様、神山 眞一 様、五藤 悦子 様、後藤 雅文 様、
 榊原 忠幸 様、徐 慶朝 様、高木 賢祐 様、棚瀬 邦生 様、對馬 明 様、庭山 繁子 様、
 橋本 雅司 様、三浦 哲司 様、宮田 直美 様、森田 茂 様、山内 祥平 様、山内 由美 様
5千円以上 青木 敬亮 様、青山 定夫 様、荒川 浩之 様、市野 和治 様、岩澤 暁 様、宇佐美 多恵子 様、
 内山 友代 様、梅村 弥生 様、加藤 智子 様、加藤 ゆかり 様、壁谷 亜朱 様、北島 惇揮 様、
 篠﨑 和夫 様、白川 恵子 様、髙須 康子 様、髙橋 一夫 様、高橋 董宗 様、東條 義弘 様、
 根岸 正男 様、畑野 克一郎 様、福田 行高 様、武藤 嘉宏 様、吉野 和美 様
非公表 浅井 和良 様、安藤 英樹 様、安藤 裕子 様、安藤 麻梨子 様、井代 佳明 様、伊藤 修二 様
 伊藤 久喜 様、岩﨑 貴子 様、上田 龍三 様、上原 陽一 様、大島 憲治 様、大城 伸也 様、
 岡野 淳 様、小田原 博昭 様、神谷 鋓彦 様、河合 和三 様、川島 優 様、北尾 浩 様、
 北川 悦男 様、鬼頭 右資 様、木村 新作 様、木村 修士 様、畔 英雄 様、河野 雄二郎 様、
 小坂井 健 様、近藤 康光 様、榊原 英喜 様、妹尾 恭司 様、髙田 由紀子 様、田島 收 様、
 寺澤 孝典 様、戸倉 正俊 様、中西 千登世 様、中西 良 様、中野 重治 様、中野 晴代 様、
 中村 亜希子 様、中山 良彦 様、丹羽 巽 様、長谷川 鉱治 様、原田 信之 様、日原 静子 様、
 堀本 恵子 様、益井 健斗 様、山口 直次 様、山口 みほ子 様、米原 洋太郎 様
■団体
100万円以上 名古屋市立保育短期大学 同窓会さわらび 様
5万円以上 名古屋市立保育短期大学 同窓会さわらび５回生有志一同 様
1万円以上 瑞山会総会懇親会参加者有志 様
非公表 医療法人 豊城会 様
 名古屋市立保育短期大学 同窓会さわらび役員一同 様

大学振興基金・名市大生みらい応援基金へのご寄附ありがとうございました。

オオタ建設株式会社様から、開学70周年記念事業に対して、
高額の寄附をいただきました。
そのご厚意に対し、郡理事長から感謝状が贈呈されました。

※五十音順。2019年4月1日から6月30日までに寄附をいた
だき、公表に同意された方。 ※インターネットからお申込みい
ただいた方につきましては、クレジットカード会社または決済
代行会社から本学へ入金された日が上記期間に該当する方。 
※古本募金により寄附をいただいた方につきましては、提携
会社から本学へ入金された日が上記期間に該当する方。

大学振興基金

■個人
10万円以上 池﨑 伊一 様、近藤 隆俊 様
1万円以上 飯田 博之 様、荻野 考史 様、北島 惇揮 様、武藤 嘉宏 様
5千円以上 千葉 剛裕 様
非公表 青木 芳隆 様、天池 雅彦 様、貝谷 久宣 様、風間 裕子 様、北川 悦男 様、金時 剛 様、
 鈴木 賢二・憲子 様、鈴木 涼子 様、中川 裕章 様、長谷川 鉱治 様、牧野 成樹 様、
 松嶋 麻子 様、山崎 嘉久 様、山田 成寿 様
■団体
1万円以上 医療法人REC 理事長　中村 友昭 様

名市大生みらい応援基金

■個人
10万円以上 森田 潤 様
非公表 堀本 恵子 様

優秀賞
＜受賞者＞
芸術工学部4年
四方勘太さん（写真左）

佳作
＜受賞者＞
芸術工学部4年
杉谷日菜子さん（写真右）

芸術工学部

株式会社ユーエス計画研究所 主催

第3回 未来こども園
デザインコンペ 優秀賞
＜受賞者＞芸術工学部4年
　　　　　石原菜月さん、井村春奈さん

公益財団法人ユニオン造形文化財団 主催

第25回 ユニオン造形デザイン賞 佳作
＜受賞者＞芸術工学研究科
　　　　　博士前期課程2年 鏡亮太さん
　　　　　（共同制作者／同・太田将司さん）

芸術工学部

大学院 芸術工学研究科

一般社団法人 愛知県造園建設業協会 主催

第14回 造園デザインコンクール

学生の受賞

感謝状贈呈式が行われました

N A G O Y A  C I T Y  U N I V E R S I T Y
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■内容・場所・申込方法等の詳細は、ウェブサイトをご覧ください。

名古屋市立大学が主催するさまざまなイベントの情報をお届けします。ぜひご参加ください。

EVENT
CALENDAR イベント参加者募集！

広報誌「創新」のご意見・ご感想を
ぜひ事務局企画広報課までお寄せください！
E-mail：ncu_public@sec.nagoya-cu.ac.jp

広報誌「創新」に掲載したい情報はE-mailで、
広報に関する報告・相談は教職員限定サイト「広報ホットライン」
をご活用ください。

募集中！ 本学教職員の
皆さんへ

2019.8

サイエンスカフェ in 名古屋

9.20 FRI

10.18 FRI

11.15 FRI

18:00～20:00
中区栄 ナディアパーク内
デザインセンタービル7階
7th cafe（セブンスカフェ）
費用：600円
　     （飲み物＋お菓子）
定員：各回先着30人

お名前・ご住所・ご希望の回（開催日）を
ご記入の上、お申し込みください。
メール：scicafe＠nsc.nagoya-cu.ac.jp
TEL：052-872-3461
FAX：052-872-1531
※開催日の1カ月前から、次回開催分の受付を開始いたします。
　詳しくはサイエンスカフェ in 名古屋のウェブサイトをご覧ください。
　https://www.nsc.nagoya-cu.ac.jp/scicafe/index.html

内容開催日 時間・場所・費用・定員 申込方法

第146回
「人生100年時代を見据えた健康づくり」
講師: システム自然科学研究科 教授　髙石 鉄雄

10.4 FRI

10.11 FRI

10.21 MON

開催日 時間・場所・費用・定員 申込方法

第147回　「数の世界の義理と人情
　　　　　  ～計算と逆算を巡る葛藤から創造へ～」
講師: システム自然科学研究科 教授　河田 成人

第148回
「細胞はどのようにして三途の川を越えるのか」
講師: システム自然科学研究科 准教授　中務 邦雄

内容開催日 申込方法時間・場所・費用・定員など

9.25 WED 秋季卒業証書・学位記授与式

9.29 SUN 薬学部ペアレンツ・カミングデー
進路と就職活動に関する講演、学生による講演、
キャンパスツアー、学食体験

9.27 FRI
インターネット（名古屋市電子申請サービス）または
メール、FAX、往復はがきに住所・氏名・年齢（○才代）・
電話番号・メールアドレス（メールの場合）・
FAX番号（FAXの場合）をご記入の上、
お申し込みください。
（席に余裕があれば、当日受付も可）
メール：kokaikoza@sec.nagoya-cu.ac.jp
FAX：052-841-0261
〒467-8601 名古屋市瑞穂区瑞穂町字川澄１
名古屋市立大学事務局学術課　公開講座担当

14:00～16:00
桜山（川澄）キャンパス 
医学部附属病院 病棟・中央診療棟
3階大ホール
費用：無料
定員：先着300人

9.28 SAT -11.23 SAT
市民公開講座（9回）

各キャンパス
受講料：各回一律500円
※詳しくは本学ウェブサイト「市民公開講座」のページをご覧ください。
　https://www.nagoya-cu.ac.jp/science/contribution/event/cat02.html

10：00～16:00
田辺通キャンパス　費用：無料
対象：薬学部および大学院薬学研究科
　　  在校生の保護者およびご家族の方

開学70周年記念プレイベント
名古屋市立大学・大阪市立大学・横浜市立大学
合同シンポジウム
テーマ：「大都市圏の3市大学長が語る大学の未来像」
①基調講演
　講演者：東京大学大学院教育研究科准教授
　　　　  両角 亜希子 氏
②パネルディスカッション
　パネリスト：大阪市立大学学長　荒川 哲男 氏
　　　　　　横浜市立大学学長　窪田 吉信 氏
　　　　　　東京大学大学院教育研究科准教授
　　　　　　両角 亜希子 氏
　コーディネーター：名古屋市立大学学長　郡 健二郎 氏

対象者の方には、申し込み方法とプログラムを
別途郵送します。

11.4 MON
名古屋市立大学×名古屋市科学館
サイエンスパートナーシップイベント
「生命科学と化学の融合」
テーマ：「クモ糸というタンパク質の化学」
講演者：システム自然科学研究科 准教授　片山 詔久

テーマ：「見た目だけじゃわからない！～植物の中の宝物を探して～」
講演者：薬学研究科 講師　寺坂 和祥

テーマ：「これぞ生命と化学の融合！バイオミメティクス」
講演者：名古屋市科学館 学芸員　柏木 晴香 氏、山田 厚輔 氏
※そのほか、研究者・学芸員との交流会などもあります。

13：30～16：00
名古屋市科学館
費用：無料
定員：100人
対象：高校生（中学生・同伴の保護者も
　　  参加可能）
※詳しくは、大学院システム自然科学研究科・
　総合生命理学部サイトで順次公開します。
　https://www.nsc.nagoya-cu.ac.jp/

なごや看護生涯学習セミナー

FAX：052-853-8042
メール：n.center@med.
            nagoya-cu.ac.jp
申込期限：9月18日（水）

1.看護研究いろはの「い」
　研究疑問から研究計画書作成

2.看護研究いろはの「ろ」
　量的研究の基礎

3.看護研究いろはの「は」
　質的研究の基礎

看
護
研
究
セ
ミ
ナ
ー

9:00～16:00　桜山（川澄）キャンパス 看護学部棟402講義室
受講料：3,000円　定員：20名

9:00～16:00　桜山（川澄）キャンパス 看護学部棟401情報処理室
受講料：3,000円　定員：15名

10:30～15:30　桜山（川澄）キャンパス 看護学部棟401情報処理室
受講料：2,000円　定員：15名

10.12 SAT
4.家族支援における対話に新しい風を
　～オープンダイアローグの紹介・体験～

5.心不全、呼吸不全、脳血管疾患の
　検査結果の見方・読み方と病態

11.9 SAT
6.患者急変対応
　「何か変、と思ったとき・・・」

11.16 SAT

看
護
実
践
セ
ミ
ナ
ー

13:00～17:00　桜山（川澄）キャンパス 看護学部棟410講義室
受講料：2,000円　定員：20名

18:30～20:30　桜山（川澄）キャンパス 看護学部棟410講義室
受講料：3,000円　定員：20名

9:30～16:30　桜山（川澄）キャンパス 西棟1階シミュレーションセンター多目的室
受講料：3,000円　定員：20名

13:00～17:00　桜山（川澄）キャンパス 看護学部棟410講義室
受講料：2,000円　定員：20名

7.ラップ（元気回復行動プラン：WRAP®）
　体験クラスワークショップ

10.17・24・31 THU

内容

10月4日（金）より受付開始予定。
メール、電話、FAXのいずれかで
①イベント名（生命科学と化学の融合）、
②氏名（ふりがな）、③学年、④電話番号
を明記の上、お申し込みください。
申込・問合せ先：山の畑事務室
メール：yama-science@sec.nagoya-cu.ac.jp
TEL：052-872-3461　FAX：052-872-1531

13:15～
名古屋市立大学 桜山キャンパス 本部棟 4階ホール
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